
vol. 94
平成27年
冬

明 る い 長 寿 社 会 を 目 指 し て

く ら ぶ機 関 誌



あ
す
な
ろ
倶
楽
部

撮影／
「青森県選手団入場行進」
青森県長寿社会振興センター

vol.94 平成27年 冬

表 紙 写 真

目 次
― 

特
集

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
１
５	

1

あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
修
学
旅
行	

３

青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
祭	

４

生
き
生
き
シ
ニ
ア	

５

仲
間
づ
く
り
C
a
f
e	

６

あ
す
な
ろ
友
の
会	

9

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
C
o
o
k
i
n
g	

12

く
ら
し
の
情
報
♪	

13

お
知
ら
せ	

14

第28回全国健康福祉祭やまぐち大会
ねんりんピックおいでませ！

山口２０１５
おいでませ！元気な笑顔 ゆめ舞台

　平成27年10月17日㈯～20日㈫の４日間、山口県内13市６町を会場として
「ねんりんピックおいでませ！山口2015」が開催されました。
　この大会は、①生涯現役で元気と笑顔！　②健康長寿で元気と笑顔！　③新
たな絆で元気と笑顔！　④やまぐちのおもてなしで元気と笑顔！　を目標と
し、「人生90年時代」を目前に控え世代を超えた支え合いの大切さを改めて
考え、元気に笑顔で過ごせる社会の実現を願って開催されました。
　青森県からは、青森県すこやか福祉事業団の佐々木悟理事長を団長とし役
員・選手総勢107名が17種目に参加。期間中は雲一つない清々しい秋晴れに
恵まれ、選手たちは日頃の練習の成果を発揮し、他地域の選手と交流しながら
楽しく競技に臨みました。
　また、最終日の総合閉会式では、次回の開催地である長崎県へ大会旗が引き
継がれ、４日間の熱い大会に幕を閉じました。
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青森選手団 大会成績一覧
種目名 内　　容 順　位 表彰項目他 チーム名等

卓球（山口市） 第２次予選リーグ［第１位グループ］ ９位（決勝） 優秀賞 青森ミドルエイジ
テニス（周南市） Ｍグループ※予選敗退 ３位（予選） 高齢者賞

田髙恵美子
（三沢市・76歳）

青森のねぶた
チーム

ソフトテニス（宇部市） 予選Ｅグループ※予選敗退 ３位（予選） 最高齢者賞
吉崎キワ（青森市・79歳）
高齢者賞
田頭公夫（むつ市・82歳）

ソフトボール（美祢市） 予選敗退 三八城ソフトボール
クラブ

ゲートボール（山口市） 予選Ｂパート※予選敗退  ２位（予選） 上北わかさぎ

ペタンク（周南市） 予選Ｇブロック※予選敗退  ２位（予選） 青森Ａ
ゴルフ（和木町） 個人戦Ｂブロック（65歳～69歳）

　　　　〃
個人戦Ｃブロック
団体戦

優勝
55位
60位
34位

三浦正博（八戸市）
鈴木敏宏（三沢市）
武内則和

弓道（下関市） 予選敗退 青森県弓道連盟
剣道（防府市） 決勝トーナメント ９位（決勝） 優秀賞 青森県
グラウンド・ゴルフ
（岩国市）

男性の部
〃
〃
女性の部
〃
〃

29位
99位
200位
52位
68位
82位

石田信一郎
神　源内
石井昌光
納谷浩子
大川みよ
上杉君江

なぎなた（下関市） 試合競技団体
演技競技団体
交歓試合

２回戦敗退
２回戦敗退
ベスト16 優秀賞

馬渡まり子（三沢市）
太極拳（下松市） 35位 アップルスターズ
ソフトバレーボール
（周南市）

予選リーグ【Ｇブロック】※予選敗退  ３位（予選） 岩崎ノナクラブ

水泳（山口市） 女子25ｍ自由形80歳以上
女子50ｍ平泳ぎ80歳以上
女子25ｍ自由形65歳以上
女子25ｍバタフライ65歳以上
女子25ｍ自由形70歳以上
女子50ｍ自由形70歳以上
女子50ｍ平泳ぎ70歳以上
女子25ｍ平泳ぎ70歳以上
男子50ｍ平泳ぎ75歳以上
男子25ｍ平泳ぎ75歳以上
男子50ｍ平泳ぎ65歳以上
男子25ｍ平泳ぎ65歳以上
男子50ｍ自由形65歳以上
男子25ｍ自由形65歳以上
男子50ｍ背泳ぎ65歳以上
男子50ｍバタフライ65歳以上

 ６位
 ３位
20位
15位
10位

 ９位
 ９位
10位
10位
 ７位
10位
 ８位
11位
 ９位
 ９位

長谷川悦子
長谷川悦子（平川市）
成田幸子
成田幸子
三上正子
三上正子
福島ノリ子
福島ノリ子
菅原一男
菅原一男
濱谷勝雄
濱谷勝雄
本間昭雄
本間昭雄
都築一雄
都築一雄

囲碁（平生町） 団体戦
個人おおぼしブロック
個人かんぷうブロック
個人じんがブロック

60位
17位
46位
39位

佐藤力
工藤康博
工藤菊代

健康マージャン 団体戦
個人戦　緑ブロック

個人戦　赤ブロック

個人戦　白ブロック
個人戦　黄ブロック

21位
 ４位

34位

35位
54位

優秀賞
久米田元（板柳町）
太田秀夫（青森市）
防府市特別賞
※誕生日が防府市市制施行日
千葉敏照
佐藤武

美術展（出品） 洋画「渓谷の秋」
工芸「桜と奏でる美の響き」
書「牧水のうた」
写真「晩秋の水面」

浜村勝雄
武田茂
山下ちゑ
須藤春雄
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平
成
27
年
11
月
25
日
（
水
）
～
27
日
（
金
）
に
青
森
県
高
齢
者
ラ
ジ
オ

放
送
講
座
「
あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
」
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
総
勢
26
名
（
男
性
14
名
、
女
性
12
名
、
平
均
年
齢
77
歳
）
が
参
加

し
、
栃
木
県
と
群
馬
県
を
２
泊
３
日
で
巡
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
青
森
を
新
幹
線
で
出
発
し
、
世
界
遺
産
「
日
光
東
照
宮
」
へ
。

小
雨
交
じ
り
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
層
雰
囲
気
が
増
し
た
ス
ギ

林
の
中
を
案
内
人
（
同
者
引
き
）
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
散
策
し
ま
し

た
。
宿
泊
は
鬼
怒
川
温
泉
へ
宿
を
と
り
、
露
天
を
含
む
数
種
類
の
風
呂

を
満
喫
。

　

２
日
目
は
世
界
の
建
造
物
を
25
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
で
再
現
し
た
東
武
ワ

ー
ル
ド
ス
ク
エ
ア
へ
。
日
光
に
居
な
が
ら
、
世
界
遺
産
を
一
度
に
見
学
す

る
事
が
出
来
、
ま
る
で
世
界
一
周
旅
行
を
し
て
い
る
よ
う
な
お
得
な
気
分

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
初
雪
の
「
い
ろ
は
坂
」
を
抜
け
華
厳
の
滝
へ
。

白
く
染
ま
っ
た
景
色
の
中
、
一
気
に
落
下
す
る
豪
快
な
滝
を
背
景
に
記
念

撮
影
。
午
後
か
ら
は
群
馬
県
に
移
動
し
、
世
界
遺
産
「
富
岡
製
糸
場
」
へ
。

現
地
の
富
岡
ま
ち
な
か
ガ
イ
ド
の
会
の
皆
さ
ん
か
ら
、
製
糸
場
の
歴
史
や

周
辺
エ
リ
ア
の
説
明
を
受
け
、
夜
は
交
流
懇
親
会
を
開
催
。
一
緒
に
食
事

を
し
な
が
ら
、
情
報
交
換
や
地
域
交
流
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
パ
ー
ク
で
試
食
と
工
場
見
学
を
し
、
途
中
、

関
東
の
道
の
駅
で
人
気
と
い
わ
れ
る
道
の
駅
ふ
じ
お
か
を
経
由
。
ラ
ン
チ

は
フ
レ
ン
チ
の
コ
ー
ス
料
理
と
お
洒
落
で
優
雅
な
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
後
は
高
崎
で
有
名
な
だ
る
ま
の
絵
付
け
体
験
を
し
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

に
願
い
を
込
め
な
が
ら
、
だ
る
ま
に
眉
や
髭
・
目
を
書
き
入
れ
ま
し
た
。

　

終
わ
っ
て
み
る
と
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
、
沢
山
の
笑
顔
と
笑
い
声
、

そ
し
て
参
加
者
同
士
の
絆
の
深
さ
が
と
て
も
印
象
的
な
３
日
間
で
し
た
。

普
段
は
中
々
会
う
こ
と
が
な
い
「
ラ
ジ
オ
放
送
講
座
」
と
い
う
事
業
の
中
、

こ
う
い
っ
た
機
会
で
一
緒
の
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
が
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
。
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
！
そ
し
て
、
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
！！

あおもり長寿セミナー修学旅行
平成２７年度

あおもり長寿セミナー修学旅行
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11
月
24
日
（
火
）
に
青
森
シ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
祭
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
平

成
27
年
青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
祭
～
豊
か

な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
～
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

芦
名
恒
一
実
行
委
員
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
実
行
委
員
の
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。
続
い
て
、
佐
々
木
悟
学
長
（
青
森

県
す
こ
や
か
福
祉
事
業
団
理
事
長
）
よ
り

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
カ
レ
ッ
ジ
祭
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
実
行
委
員
に
よ
る
D
B

（
段
ボ
ー
ル
）
太
鼓
の
演
奏
、
各
ク
ラ
ス

の
合
唱
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね

て
き
た
結
果
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
受
講
生
の
作
品
を
展
示
し

た
シ
ニ
ア
展
と
、
以
前
、
当
カ
レ
ッ
ジ
で

講
演
さ
れ
た
髙
橋
み
さ
よ
氏
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
の
D
V
D

上
映
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
み
ん

な
で
「
お
つ
か
れ
様
体
操
～
最
後
に
よ
さ

こ
い
踊
っ
ち
ゃ
お
う
♪
～
」
！！
笑
顔
が
溢

れ
る
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
主
体
と
な
り
、
一
丸
と
な
っ

て
作
り
上
げ
た
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
祭
。
大

い
に
盛
り
上
が
り
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度

第
３
回
青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
祭

　
　
　

～
豊
か
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
～

３組「北国の春」

４組「手のひらを太陽に」

１組「シニアカレッジ１組讃歌」

２組「りんごの歌」 DB(段ボール）太鼓

芦名委員長

おつかれ様体操

シニア展

ウ
ミ
ガ
メ
上
映

小山副委員長



I k i  I k i  S en i o r
生

い

き生
い

きシニア 　生きがい見つけた

　

弘
前
市
の
中
村
敦
子
さ
ん
は
、高
校
教
員
退
職
後
、市
内
の
笹
森
体
育
館（
旧

東
奥
義
塾
高
校
跡
地
）を
主
会
場
に
、今
日
ま
で
25
年
間
に
わ
た
り「
高
齢
者
健

康
体
操
教
室
」を
開
い
て
、今
で
は「
体
操
の
中
村
先
生
」と
し
て
親
し
ま
れ
感
謝

さ
れ
て
い
る
。

　

体
操
教
室
開
催
の
き
っ
か
け
は
、日
本
女
子
体
育
短
期
大
学
体
育
課
卒
業
後
、

母
校
弘
前
聖
愛
高
校
に
６
年
間
勤
務
。そ
の
後
市
内
の
高
校
に
講
師
と
し
て
18

年
間
勤
め
た
折
、当
時
の
弘
前
市
体
育
協
会
理
事
長
故
渋
谷
一
郎
先
生
か
ら
声

が
か
か
っ
た
。

　

弘
前
市
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
、笹
森
体
育
館
を
会
場
に
、高
齢
者
向
け

の
体
操
教
室
開
催
を
依
頼
さ
れ
た
。そ
の
理
由
は「
長
寿
社
会
に
備
え
、高
齢
者

の
医
療
費
軽
減
と
今
後
の
元
気
な
高
齢
者
育
成
」を
願
っ
て
の
大
き
な
願
い
で

も
あ
っ
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、こ
の
申
し
入
れ
を
受
け
と
め
、笹
森
体
育
館
を
主
会
場
に「
健

康
体
操
」の
指
導
を
続
け
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

今
で
は
そ
の
努
力
が
実
っ
て
、弘
前
市
内
で
同
体
育
館
を
主
会
場
に
①
シ
ル

バ
ー
体
操
②
Ｐ
Ｍ
体
操（
午
後
か
ら
の
体
操
）③
ス
マ
イ
ル
体
操
④
い
き
い
き
体

操
⑤
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
中
村
の
５
教
室
を
開
催
。参
加
人
数
は
延
べ
１
５
０
名

を
超
え
て
、健
康
長
寿
社
会
へ
貢
献
し
て
い

る
。１
週
間
で
月
曜
午
前
と
日
曜
を
除
く
ほ

ぼ
毎
日
活
動
に
追
わ
れ
て
い
る
が
、モ
ッ
ト

ー
は「
健
康
で
毎
日
を
楽
し
く
。笑
顔
で
今
日

も
明
日
も
」。

　

参
加
者
の
一
人
、堀
江
愛
子
さ
ん
は「
18
年

間
、体
操
教
室
へ
参
加
し
て
い
ま
す
が
、中
村

先
生
の
フ
ァ
イ
ト
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
体

操
指
導
に
は
、頭
が
下
が
り
ま
す
。時
に
笑
わ

せ
た
り
し
て
、楽

し
い
体
操
が
元

気
に
し
て
く
れ

ま
す
」と
話
し
て

く
れ
た
。

（
編
集
委
員　本間

操
）

何
事
に
も
全
力
で
挑
戦
！

長は

せ

が

わ

谷
川
ぎ
ん
さ
ん（
青
森
市
・
80
歳
）

健
康
体
操
は
、笑
顔
で
楽
し
く
！

中な
か
む
ら村
敦あ

つ

子こ

さ
ん（
弘
前
市
・
72
歳
）

　

女
性
の
憧
れ
の
晴
れ
姿
「
お
嫁
さ
ん
」
を
仕
上
げ
た
数
１
，５
０
０
人
。
女

性
を
一
番
美
し
く
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
人
。
青
森
市
で
美
容
院
を
開
業
し
て
50

年
の
長
谷
川
ぎ
ん
さ
ん
。
80
歳
に
し
て
未
だ
現
役
。
今
日
も
ま
た
、
女
性
を
美

し
く
幸
せ
に
す
る
の
に
忙
し
い
。

　

美
容
界
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
、
日
本
人
形
・
花
嫁
姿
の
〝
シ
ル
エ
ッ
ト
〟

に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

花
嫁
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
入
賞
後
、
各
地･

各
分
野
で
名
声
を
あ
げ
、
後

輩
を
育
成
指
導
し
、
30
年
前
に
は
、
１
日
最
高
６
組
も
の
お
嫁
さ
ん
を
掛
け
持
ち

し
て
仕
上
げ
た
と
か
。
美
容
界
で
の
ス
ー
パ
ー
ウ
ー
マ
ン
の
長
谷
川
さ
ん
で
す
。

　

お
嫁
さ
ん
を
仕
上
げ
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
た
今
は
、
自
分
の
新
し
い
生
き
が

い
づ
く
り
探
し
開
始
で
す
。
60
歳
で
始
め
た
ゴ
ル
フ
は
、
ご
主
人
と
一
緒
に
練
習

し
て
楽
し
さ
を
知
り
、
喜
寿
の
年
に
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
。
２
０
０
５
年
に

ご
主
人
と
組
ん
で
出
た
ペ
ア
ゴ
ル
フ
大
会
で
優
勝
も
し
た
と
か
。
私
が
い
く
ら
頑

張
っ
て
挑
戦
し
て
も
、
ス
コ
ア
も
飛
距
離
も
足
元
に
及
ば
な
い
の
で
す
。
ゴ
ル
フ

前
に
始
め
て
い
た
水
泳
は
、
２
万
キ
ロ
に
達
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
は
、
ペ
タ
ン
ク
に
挑
戦
！
抜
群
の
運
動
神
経
で
こ

ち
ら
も
試
合
に
出
る
な
ど
、
メ
キ
メ
キ
と
上
達
し
ま
し
た
。
そ
の
合
間
を
縫
っ

て
色
鉛
筆
教
室
に
通
っ
て
い
る
事
を
耳
に
し
、
作
品
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

や
さ
し
い
色
鉛
筆
の
タ
ッ
チ
が
好
き
だ
そ
う
で
す
。
本
物
の
お
嫁
さ
ん
を
仕
上

げ
る
の
だ
か
ら
「
絵
」
は
お
手
の
物
。
美
的
感
覚
の
す
ば
ら
し
さ･

器
用
さ
に

敬
服
！

　

や
さ
し
い
タ
ッ
チ
が
長
谷
川
さ
ん
の
性
格
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
は
、
長
谷
川
さ
ん
に
と
っ
て
ど
れ
も
最
高
の
生
き
が
い
だ
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

（
地
域
情
報
通
信
員　

三
浦　

良
子
）

中央は中村先生
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昭
和
57
年
６
月
、
青
森
市
の
高
齢
者
生
き
が
い
事
業
の
一
環
と
し
て
60
歳

以
上
の
市
民
を
対
象
と
し
た
「
青
森
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
」
が
誕
生
。
今
年

で
33
年
目
を
迎
え
、
現
在
の
団
員
は
60
代
か
ら
90
代
総
勢
98
名
、
数
あ
る
混

声
合
唱
団
の
中
で
も
大
所
帯
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
同
コ
ー
ラ
ス
に
お
邪
魔

し
、
事
務
局
長
の
熊
谷
清
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
歌
は
歓
び
、
歌
は
生
き
が
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
仲
間
に
会
え
る
こ
と
、

息
子
の
よ
う
な
年
代
の
熱
血
指
導
者
五
十
嵐
先
生
、
娘
の
よ
う
な
年
代
の
美

貌
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
河
野
先
生
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
週
１
回
青
森

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

95
歳
の
小
野
和
歌
さ
ん
は
、
三
内
か
ら
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
来
ら
れ
る
元

気
印
の
最
高
年
長
者
。
93
歳
の
三
浦
さ
た
さ
ん
は
、
唯
一
の
シ
ル
バ
ー
コ
ー

ラ
ス
誕
生
時
か
ら
の
団
員
と
か
。
元
気
だ
か
ら
こ
そ
歌
え
る
！
歌
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
元
気
！

　

訪
れ
た
日
は
椅
子
に
座
っ
て
の
練
習
日
で
、
何
と
歌
い
だ
し
た
ら
天
井
が

吹
っ
飛
ぶ
よ
う
な
力
強
い
声
と
す
ば
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
。
歌
心
の
な
い
私

で
も
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
し
た
。
本
当
に
『
歌
』
っ
て
、
心

も
体
も
若
返
り
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
、
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
元
気
の
源
で
あ

る
こ
と
に
納
得
で
す
。

　

新
年
会
・
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
・
合
唱
祭
・
市
民
セ
ン
タ
ー
祭
な
ど
、
楽
し
い

行
事
が
沢
山
あ
る
そ
う
で
す
。

　

楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
、
歌
っ
た
事
が
な
く
て
も
、
年
齢
に
関
係
な
く
仲

間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
　

団　

長　

元
木　

實

　
　

電　

話　

０
１
７
（
７
２
３
）
４
５
０
９

　
　

練
習
日　

毎
週
火
曜
日
（
10
時
～
12
時
）

　
　

場　

所　

青
森
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　

会　

費　

月
１
，５
０
０
円　
　
　

（
地
域
情
報
通
信
員　

三
浦　

良
子
）

歌
は
歓
び
、
歌
は
生
き
が
い

青
森
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
（
青
森
市
）

仲間づくりCafe
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豊
年
さ
ん
は
、
伝
統
芸
能
伝
承
者
で
あ
る
。
お
兄
さ
ん
（
和
田
勇
市
氏
故

人
）
の
〝
す
だ
れ
〟
を
自
在
に
操
る
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
な
不
思
議
な
世
界
に

感
動
し
た
。
何
気
な
く
〝
す
だ
れ
〟
を
動
か
し
て
い
る
と
、
色
々
な
形
が
出

来
、
面
白
く
な
り
自
分
も
演
じ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。

　

お
兄
さ
ん
に
技
法
を
習
い
、
平
成
12
年
に
全
国
す
だ
れ
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
。

平
成
18
年
度
文
化
庁
芸
術
拠
点
形
成
事
業
で
「
こ
と
ば
で
あ
そ
ぶ

―
お
も

し
ろ
芸
能
の
世
界
」
。
平
成
19
年
に
は
日
本
南
京
玉
す
だ
れ
選
手
権
大
会
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
演
技
を
披
露
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

こ
と
を
き
っ
か
け
に
全
国
の
芸
人
達
と
交
流
を
続
け
て
い
る
。

　

現
在
は
小
・
中
学
校
の
冬
休
み
中
に
、
子
供
た
ち
に
も
豊
年
す
だ
れ
を
教

え
、
す
で
に
26
年
。
そ
の
中
の
何
人
か
は
え
ん
ぶ
り
祭
り
に
参
加
し
て
披
露
。

「
一
生
懸
命
に
稽
古
し
て
い
る
子
供
た
ち
へ
の
指
導
は
、
自
分
自
身
の
励
み

に
も
な
り
稽
古
に
も
身
が
入
る
」
と
豊
年
さ
ん
は
語
る
。
そ
し
て
子
供
達
へ

の
指
導
の
ほ
か
、
婦
人
会
の
有
志
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
も
交
流
し
普
及

に
努
め
て
い
る
。

　

〝
す
だ
れ
〟
に
は
、
編
み
竹
→
豊
年
す
だ
れ
→
南
京
玉
す
だ
れ
と
流
派
が

あ
る
。
三
百
数
十
年
と
い
う
〝
す
だ
れ
〟
の
歴
史
を
知
り
、
安
易
に
途
絶
え

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
、
色
々
な
場
所
で
披
露
・
指
導
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

豊
年
さ
ん
と
一
緒
に
新
し
い
趣
味
に
挑
戦
し
、
伝
承
の
一
翼
を
担
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
脳
の
活
性
化
や
健
康
長
寿
に
も
繋
が
り
ま
す
よ
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

伝
統
芸
能　

豊
年
す
だ
れ

　

代
表
…
伝
承
者　

豊
年
竹
恵
（
大
下
節
子
）

　

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　
　
　

 

…
０
１
７
８
（
８
４
）
２
９
２
２

（
地
域
情
報
通
信
員　

鈴
木
リ
ヨ
）

豊
年
す
だ
れ
に
魅
せ
ら
れ
て

豊
年
竹
恵
さ
ん
（
南
部
町
・
75
歳
）
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板
柳
町
で
「
仲
間
と
ふ
れ
あ
い
、
介
護
予
防
と
生
き
が
い
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
活
躍
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
「
板
柳
町
ふ
れ
あ
い
デ
ィ
」
で
あ
る
。

　

会
員
は
、
60
代
か
ら
最
高
齢
者
は
91
歳
ま
で
の
男
女
77
名
。
結
成
は
平
成

18
年
。
活
動
は
月
２
回
。
昼
食
時
に
は
、
仲
間
づ
く
り
で
会
話
も
は
ず
み
、

笑
い
が
絶
え
な
い
。

　

主
な
活
動
で
は
①
健
康
体
操
②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
健
康
（
介
護
予
防
ほ

か
）
③
音
楽
療
法
④
ダ
ン
ス
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
ほ
か
）
⑤
料
理
教
室
⑥
お
口
の

健
康
⑦
歴
史
講
座
⑧
野
外
研
修
（
今
年
は
青
森
市
・
ち
く
わ
工
場
見
学
）
と

多
方
面
に
わ
た
っ
て
お
り
、
人
気
が
高
い
。
会
場
は
同
町
公
民
館
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

会　

長　

竹
内
照
明
（
板
柳
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
）

　
　

事
務
局　

板
柳
町
公
民
館
・
担
当
葛
西
陽
子

　
　

電　

話　

０
１
７
２
（
７
２
）
１
１
６
１

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
７
２
（
７
２
）
１
１
７
０

（
編
集
委
員　

本
間
操
）

音楽療法の講演で手拍子とる参加者

今後の活動予定（平成27年度）

学習の一コマ

健
康
で
生
き
が
い
づ
く
り

活
躍
す
る
「
板
柳
町
ふ
れ
あ
い
デ
ィ
」（
板
柳
町
）

日　　時

12月24日
午前 しめ縄づくり
午後 頭と体を動かそう

１月13日
午前 健康教室③
午後 生活の豆知識②

１月27日
午前 ダンス・健康（フラダンス）
午後 作品づくり

２月 ３日
午前 作品づくり（絵手紙）
午後 健康教室④

２月24日
午前 砂絵お雛様づくり
午後 健康教室⑤

３月16日 午前 閉講式
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び
仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

▼
西
北
五
支
部

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
と
ダ
ン
ス
披
露

　

あ
す
な
ろ
友
の
会
西
北
五
支
部
所
属
の
女
性
陣
が
多
く
所
属
す
る

健
康
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
べ
え
子
ち
ゃ
ん
」
（
会
長
鈴
木
喜
代
・
あ

す
な
ろ
友
の
会
会
員
）
。
11
月
８
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
ア
ピ
オ
あ

お
も
り
の
秋
ま
つ
り
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
。

　

そ
の
日
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
19
名
。
津
軽
地
方
で
人
気
の
ス
コ

ッ
プ
三
味
線
の
ほ
か
、
得
意
の
健
康
ダ
ン
ス

を
披
露
。
見
て
い
た
観
客
席
か
ら
も
手
拍
子

が
上
が
り
始
め
、
会
場
全
体
が
一
体
と
な
り

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

参
加
し
た
会
員
の
岩
田
光
子
さ
ん
（
79

歳
）
は
「
こ
れ
か
ら
も
年
齢
を
忘
れ
る
位
楽

し
く
踊
っ
て
、
み
ん
な
と
頑
張
り
ま
す
！
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

（
西
北
五
支
部　

鈴
木
喜
代
三
郎
）

▼
上
十
三
支
部

G
ゴ
ル
フ
と
歌
で
交
流　

９
月
11
日
青
森
・
上
十
三
支
部
の

親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
は
、

当
日
の
明
け
方
ま
で
強
風
雨
で
混
乱
の

一
幕
。
時
間
と
共
に
弱
ま
り
曇
天
下
で

進
行
し
た
。
参
加
者
は
ホ
ー
ル
を
定
め

ボ
ー
ル
に
集
中
打
撃
で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ

ト
！
四
方
か
ら
歓
声
や
拍
手
が
響
き
渡

っ
た
。
皆
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
奮
闘
、

最
高
潮
一
歩
手
前
で
終
了
、
残
念
な
様

子
。
２
部
交
流
は
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

へ
移
動
し
、
青
森
・
吉
田
支
部
長
の
挨

拶
、
乾
杯
で
穏
や
か
に
ス
タ
ー
ト
。
両

支
部
の
歌
や
踊
り
で
最
高
に
盛
り
上
が
り
、
生
き
が
い
と
仲
間
づ
く

り
の
１
日
で
お
互
い
に
握
手
で
別
れ
帰
路
に
つ
い
た
。

　

10
月
９
日
は
台
風
の
接
近
下
で
酸
ヶ
湯
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
。
八

甲
田
山
に
近
く
霧
雨
濃
霧
で
紅
葉
は
見
れ
ず
。
し
か
し
、
そ
の
後
の

三
十
三
間
堂
、
ま
ん
じ
ゅ
う
ふ
か
し
、
東
北
大
植
物
園
、
紅
葉
下
ウ

ォ
ー
ク
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
最
後
に
千
人
風
呂
で
身
を
癒
し
、
遠

山
の
紅
葉
錦
を
眺
め
な
が
ら
快
晴
里
着
。
帰
路
に
つ
い
た
。

（
上
十
三
支
部　

武
田
茂
）

▼
青
森
支
部

上
十
三
支
部
と
楽
し
い
ふ
れ
あ
い

　

去
る
９
月
11
日
、
当
あ
す
な
ろ
友
の
会
青
森
支
部
と
上
十
三
支
部

と
の
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
会
が
六
戸
町
総
合
運
動
公
園

で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
支
部
か
ら
は
、
吉
田
博
支
部
長
は
じ
め
総
勢

64
名
で
、
２
台
の
バ
ス
で
出
発
。
生
憎
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
10

時
半
こ
ろ
到
着
。
上
十
三
支
部
・
武
田
茂
支
部
長
、
六
戸
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
前
川
原
正
顕
会
長
の
他
、
上
十
三
支
部
会
員
20

数
名
の
歓
迎
の
出
迎
え
を
受
け
、
早
速
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
青
森
市
で
は
見
ら
れ
な
い
素
敵
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
、
ゆ
る
や
か
な
起
伏
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス
で
し
た
。
競

技
開
始
１
時
間
く
ら
い
で
天
候
が
悪
く
な
り
、
競
技
の
方
は
切
り

上
げ
六
戸
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
移
動
。
美
味
し
い
食
事
と
両
支
部

会
員
同
士
の
語
ら
い
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ
ン
ス
、
温
泉
と
時
間
が
経

つ
の
も
忘
れ
交
流
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
真

心
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
と
ふ
れ
あ
い
を
受

け
、
感
謝
の
念
を
抱
き
な
が
ら
帰
路
に
。
ま

た
、
あ
の
す
ば
ら
し
い
コ
ー
ス
で
天
気
の
良

い
時
に
是
非
プ
レ
ー
を
楽
し
み
た
い
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
の
楽
し
さ
・

喜
び
が
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
た
事
と
思
い
ま

す
。
上
十
三
支
部
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
青
森
支
部　

煤
田
実
）
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▼
津
軽
支
部

お
茶
の
つ
ど
い

　

紅
葉
が
美
し
い
11
月
６
日
（
金
）
40
名
が
宮
川
交
流
セ
ン
タ
ー
に

集
い
、
開
会
式
で
お
茶
の
講
師
で
あ
る
煎
茶
の
芭
蕉
流
・
小
野
野
里

先
生
、
抹
茶
の
表
千
家
・
鳴
海
京
子
先
生
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

お
茶
席
で
は
掛
け
軸
や
道
具
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
頭
の
中
を
素
通
り
し
て
し
ま
う
。
煎
茶
の
席
で
は
一
煎
目

を
い
た
だ
く
。
濃
厚
で
甘
い
。
次
に
和
菓
子
を
食
べ
、
続
い
て
二
煎

目
を
口
に
す
る
。
二
煎
目
は
渋
か
っ
た
。
一
煎
目
・
お
菓
子
・
二
煎

目
と
味
わ
い
の
絶
妙
な
変
化
を
体
験
し
た
。

　

お
茶
の
奥
深
さ
に
思
い
を
馳
せ
、
女
性
会
員
の
和
服
姿
に
目
の
保

養
を
し
た
一
日
だ
っ
た
。

▽
楽
し
い
レ
ク
ダ
ン
ス
で
交
流

　

健
康
・
仲
間
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
「
あ
す
な
ろ

友
の
会
津
軽
支
部
」
（
本
間
操
支
部
長
）
で
は
、
10
月
10
日
弘
前

市
・
宮
川
交
流
セ
ン
タ
ー
で
レ
ク
ダ
ン
ス
講
習
会
を
開
催
。

　

講
師
は
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
小
倉
洋
子
県
レ
ク
ダ
ン
ス
連

絡
会
長
。
会
場
で
は
80
代
の
高
齢
者

も
加
わ
っ
て
、
会
員
40
名
が
「
お
父

さ
ん
の
タ
ン
ゴ
」
「
涙
そ
う
そ
う
」

「
港
町
十
三
番
地
」
な
ど
の
曲
に
合

わ
せ
、
輪
に
な
っ
て
踊
る
な
ど
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

（
編
集
委
員　

本
間
操
・
鳴
海
紀
）

▼
下
北
支
部

秋
の
探
索
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

10
月
５
日
（
水
）
安
部
城
鉱
山
跡
等
探
索
と
川
内
川
渓
谷
遊
歩
道

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
実
施
。
紅
葉
に
は
少
し
早
か
っ
た
が
、
卒
寿
を
迎

え
た
女
性
を
筆
頭
に
30
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。

　

最
初
に
、
里
山
の
巨
樹
古
木
・
天
然
記
念
物
の
「
銀
杏
木
」
（
樹

齢
５
０
０
年
）
を
確
認
。
次
に
安
部
城
鉱
山
跡
地
を
探
索
、
同
山
は

金
銀
銅
を
産
出
、
大
正
８
年
に
溶
鉱
炉
が
完
成
、
天
下
に
名
を
轟
か

せ
た
。
巨
大
な
３
本
煙
突
、
山
と
積
ま
れ
た
鉱
碎
、
そ
の
周
辺
を
探

索
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
出
発
地
点
で
あ
る
大
滝
休
憩
所
へ
バ
ス
を
進

め
る
。

　

川
沿
い
の
遊
歩
道
に
は
、
滝
見
台
、
八
ツ
橋
、
張
り
出
し
歩
道
な

ど
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
て
い
る
。
鶺
鴒
橋
の
上
か
ら
竜
神

様
が
住
む
と
言
わ
れ
る
大
滝
を
眺
め
、
お
う
穴
群
を
確
認
し
な
が
ら

対
岸
に
渡
り
、
終
点
あ
す
な
ろ
橋
に
到
着
。

　

道
の
駅
「
か
わ
う
ち
湖
」
で
昼
食
後
、
縫
い
道
石
山
の
登
山
口
ま

で
足
を
伸
ば
し
て
記
念
撮
影
。
ふ
れ
あ
い
温
泉
「
か
わ
う
ち
」
で
汗

を
流
し
た
。

　

色
づ
き
始
め
た
森
林
が
す
が
す
が
し
く
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
パ
ワ

ー
が
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。

（
下
北
支
部　

祐
川
猛
）

あすなろ友の会　行事予定（１～３月）
１月　―
２月　健康ボウリング
３月　津軽弁の話っこあれこれと食事会

１月　音楽セミナー
２月　ボウリング親睦交流会
３月　健康教室

１月　カラオケを楽しむ会
２月　男も出来る料理教室
３月　総会・懇親会

１月　―
２月　―
３月　―

１月　―
２月　―
３月　総会

１月　―
２月　ボウリング大会
３月　総会

青森
支部

津軽
支部

八戸
支部

西北五
支部

下北
支部

上十三
支部

～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
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あ
す
な
ろ
友
の
会
「
平
成
27
年
遊
学
の
旅
・
忘
年
会
だ
よ
全
員
集
合
」
は
西
北
五
支

部
が
当
番
幹
事
の
も
と
で
11
月
19
・
20
日
、
鯵
ヶ
沢
町
舞
戸
の
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
メ
ー

ル
山
海
荘
」
で
１
３
０
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
か
れ
た
。

　

19
日
午
前
11
時
、
青
森
出
発
の
ホ
テ
ル
バ
ス
３
台
に
各
支
部
か
ら
の
参
加
者
が
分
乗

し
て
出
発
。
晩
秋
の
肌
寒
い
西
海
岸
で
は
、
深
浦
町
の
千
畳
敷
海
岸
、
そ
の
帰
り
は
北

金
ヶ
沢
の
樹
齢
１
０
０
０
年
を
誇
る
〝
日
本
一
の
大
銀
杏
〟
を
見
学
。
黄
葉
し
た
空
を

突
く
「
大
銀
杏
」
に
感
動
し
な
が
ら
写
真
撮
影
。

　

予
定
の
午
後
５
時
ホ
テ
ル
に
到
着
。
受
付
を
済
ま
せ
た
あ
と
、
日
本
海
を
展
望
し
な

が
ら
30
万
年
前
の
地
層
か
ら
湧
き
だ
し
た
温
泉
に
入
る
な
ど
疲
れ
を
癒
し
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
歓
迎
の
宴
会
開
始
。
初
め
に
本
間
操
あ
す
な
ろ
友
の
会
代
表
幹
事
の

あ
い
さ
つ
、
柴
田
君
仁
青
森
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
推
進
課
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、

次
い
で
吉
田
博
青
森
支
部
長
、
武
田
茂
上
十
三
支
部
長
、
相
馬
勝
英
八
戸
支
部
長
を
紹

介
。
そ
し
て
当
番
幹
事
の
鈴
木
喜
代
三
郎
西
北
五
支
部
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
。

　

山
海
の
和
洋
食
を
味
わ
い
な
が
ら
、
各
支
部
か
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ
ン
ス
や
踊
り
、

珍
芸
な
ど
が
披
露
さ
れ
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
途
中
、
長
寿
社
会
振
興
セ
ン

タ
ー
事
務
局
メ
ン
バ
ー
６
名
に
よ
る
「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
行
進
」
と
「
あ
た
り
ま
え
体

操
」
が
披
露
。
最
後
の
青
森
支
部
全
員
に
よ
る
「
狂
想
曲
」
合
奏
は
、
各
人
が
面
を
被

っ
て
自
由
に
笛
や
太
鼓
で
踊
っ
た
り
跳
ね
た
り
で
笑
い
を
誘
っ
た
。

　

20
日
午
前
９
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
海
の
駅
「
わ
ん
ど
」
へ
。
偶
然
入
口
で
停
車
中

の
軽
ト
ラ
に
乗
っ
て
い
た
鰺
ヶ
沢
で
話
題
の
犬
「
わ
さ
お
」
を
見
て
大
喜
び
。

　

最
後
に
、
各
支
部
か
ら
抽
選
景
品
の
ご
提
供
、
西
北
五
支
部
か
ら
全
参
加
者
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
楽
し
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。
感
謝
感
激
！

（
あ
す
な
ろ
友
の
会
代
表
幹
事　

本
間
操
）

遊学の旅
～各支部の競演に笑い、大銀杏に感銘の西海岸～

上十三支部（踊り）西北五支部（ダンス）

津軽支部（踊り）青森支部（ＤＢ太鼓）

「わさお」も歓迎

「日本一の大銀杏」

各支部長紹介

総勢130名が大集合
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14

健やか女子 ヘルスアップcooking

りんごの豚肉巻き
主菜（カルシウム多め）

材料（１人分）

作 り 方

豚もも薄切り肉…………………… 1 枚（30g）
ベーコン…………………………… 1 枚（20g）
りんご…………………………………… 1/8 個
玉ねぎ……………………………1/8 個（20g）
　　　トマト水煮缶……………………… 50g
　　　トマトケチャップ…………… 小さじ 1
　　　コンソメ………………………… 1/8 個
　　　スキムミルク……………………… 10g
ブロッコリー……………………… 1 房（30g）
スパゲッティ……………………………… 1 本

エネルギー 196 kcal
たんぱく質 18.4 g
脂質 5.8 g

カルシウム 132 mg
鉄 1.1 mg 
食塩相当量 1.1 g 

１． りんごは皮をむく。玉ねぎは、５mm位のくし形に切る。

２． 豚肉をひろげ、りんごをのせて巻いたものにベーコンを

重ねて巻く。巻き終わりは３等分に折ったスパゲッティ

を刺して止める。

３． なべに玉ねぎを少々敷き、２の肉をのせ、残りの玉ね

ぎを入れ、よく混ぜたＡを加えて中火で焦げないよう

に火を加減しながら、20 ～ 35分ほど煮込む。

４． 食べやすいように肉を切って皿に盛り付け、トマト

ソースをかけ、ゆでたブロッコリーを添える。

１人分の
栄養量

【野菜の摂取量】 100g

Ａ

22

イケメンズ ヘルスアップcooking

材料（１人分）

作 り 方

しめじ……………………………………… 30g
まいたけ…………………………………… 30g
エリンギ…………………………………… 30g
万能ねぎ…………………………………… 10g
バター………………………… 小さじ 2（8g）
おろしにんにく…………………………… 適宜
塩………………………… ひとつまみ（0.2g）

エネルギー 79kcal
たんぱく質 3.1g
脂質 7.0g
食塩相当量 0.4g

１．�しめじ、まいたけは小房に分け、エリンギは長さを２

～３等分して短冊切り。

２．�フライパンにバターを熱し、にんにくを入れて香りが

出たら１を加えて炒め、�塩を振ってしんなりしたら

２～３cmの長さに切った万能ねぎを加える。

１人分の
栄養量

きのこのバター炒め
副　菜

【野菜の摂取量】 野菜＋きのこ 100g

ヘルス
アップ

（青森県食生活改善推進員連絡協議会「ヘルスアップ cooking」より）

Cooking
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青森県消費生活センター

こんな相談がありました

市役所の保険課を名乗る男性から電話があり、「以前、青い封

筒でお知らせしていた 3 万 3,000 円の医療費の還付の手続きを

まだしていませんね。」と言われた。そのような封筒を受け取っ

た覚えがなかったので何も答えずにいると、「銀行から連絡があ

りますので。」と言って電話が切れた。

間もなく銀行を名乗る男性から電話があり、「市役所から委託を受けて連

絡しています。」というのですっかり信用してしまった。「指定した ATM

でなければ還付の手続きができません。本日が手続きの締め切りですので、

○○スーパーの ATM へ行って下さい。」と言われ、急いで ATM へ行き、

指示されるままに ATM の操作をした。最後に出てきた取引明細には、取

引金額 180 万円と書かれていて、急に不安になった。もしかしたら、詐欺

の被害に遭ったのだろうか。 （８０代 男性）

アドバイス

還付金がＡＴＭで支払われることは絶対にありません。

「ＡＴＭで医療費や税金が戻ります」は詐欺！！

「携帯電話でＡＴＭ操作を指示する」は詐欺！！

このような電話がきても、絶対に信じてはいけません。いったん電話を切って、すぐに

消費者ホットラインまたは警察に連絡して下さい。

■詳しくはこちらまで

くらしの情報♪

消費者ホットライン ☎１８
い や

８
や！

（お近くの消費生活センターにつながります）

消費者ホットラインは、くらしのさまざまなトラブルの相談を受付けています。相談は無料で秘密厳守です。

どんな小さな不安でも困った時は気軽に相談して下さい。

青森県消費生活センター ☎０１７－７２２－３３４３

〒030-0822 青森市中央３－２０－３０ 県民福祉プラザ５階

●受付時間／平日 9:00～17:30 土・日・祝 10:00～16:00 ●休日／年末・年始

ご用心！
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絵
葉
書

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳

文芸欄

宮
越
恵
美
子（
中
泊
町
）

鈴
木
リ
ヨ（
八
戸
市
）

工
藤
京
子（
弘
前
市
）

藤
林
仁
次
郎（
青
森
市
）

カ
レ
ッ
ジ
の
仲
間
の
旅
は「
メ
バ
ル
膳
」

い
つ
し
か
心
の
繋
が
り
覚
ゆ

天
守
閣 

仮
り
座
に
据
ゑ
て 

秋
う
ら
ら

物
の
な
い 

時
代
を
生
き
た 

知
恵
袋

一
本
の 

つ
ゝ
じ
一
枝
の 

返
り
花

　今年は例年より遅い初雪の発表となりました。とはいえ、寒さは中々のもの。手足が冷えると寝付けな
かったりして、疲れも取れにくくなります。よく体を温める食品には根菜類が良いと言います。大根、ニンジ
ン、ごぼう、かぼちゃなど季節の野菜を使ってスープや鍋にすると沢山摂ることが出来ます。年末年始の疲
れた胃腸にも優しい食事で、健康維持しましょう。（路）

【お詫びと訂正】　機関誌あすなろ倶楽部 vol93 において、次の内容が間違っておりました。訂正し、お詫び申し上げます。
　　　　　　　  ・８頁「三千枚の雑巾作り」……「七戸市」⇒「七戸町」

編集
 後記

八
戸
洋
子
（
青
森
市
）

　

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
「
エ
イ
ジ
レ

ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
」
に
荒
川
麗
子
さ
ん
（
77
歳
・
野
辺
地
町
）
が
選
ば
れ
、

野
辺
地
町
・
中
谷
純
逸
町
長
か
ら
記
念
の
書
状
と
盾
が
伝
達
さ
れ
た
。

　

荒
川
さ
ん
は
昭
和
52
年
、
青
森
県
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
す
な
ろ
国
体
」
に
お

い
て
、
１
５
０
０
名
に
よ
る
集
団
演
技
に
参
加
。
そ
の
際
、
野
辺
地
町
の
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
町
か
ら
依
頼
さ
れ
、
毎
週
１
回
、
公
民
館

で
の
ダ
ン
ス
教
室
の
講
師
を
36
年
も
の
長
期
間
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
あ
す
な
ろ
レ
デ
ィ
ー
ス
」

は
、
地
元
の
夏
祭
り
の
ほ
か
、

町
の
行
事
や
文
化
祭
に
は
欠
か

す
こ
と
な
く
参
加
し
、
意
欲
的

に
出
か
け
て
踊
っ
て
い
る
。
ま

た
、
年
１
回
開
催
さ
れ
る
近
隣

３
町
村
の
合
同
発
表
会
を
活
動

の
目
標
と
し
、
シ
ニ
ア
の
パ

ワ
ー
を
外
へ
発
信
し
続
け
、
地

域
を
盛
り
上
げ
た
。
女
性
が
大

好
き
な
「
踊
り
」
を
生
き
が
い

づ
く
り
に
上
手
く
取
り
入
れ
、

イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
、
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ

内
閣
府
表
彰
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〒 030 － 0822  青森市中央３－２０－３０  県民福祉プラザ３階
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●交通機関／・市営バス～青森公立大学線、市民病院線「働く女性の家」下車１分
　　　　　　 ・国道経由「市役所前」「ＮＴＴ前」下車、徒歩 15 分前後
●駐 車 場／・駐車スペースが少ないので、公共交通機関をご利用ください。

ペタンク（屋外用）

ラダーゲッター

公式ワナゲ

スカイクロス

ターゲット・バードゴルフ

カローリング

ユニカール

ペタンク（屋内用）

ディスク・ゴルフ

カーリンコン

クロリティー

ノルディックウォーキング

グラウンド・ゴルフ

●�借用にあたっては、あらかじめ電
話でご確認ください。
●�用具の搬出入は、借用する方に対
応していただいております。
●貸出期間は要相談。

ニュースポーツ用具を貸出していますので、
お気軽にお問い合わせください

お問い合せ先


